
山口県の証明問題［平成３１年度］ 氏
名

月 日 /6得点

９ 右の図のような; おうぎ形 ABCがあり;

"

BC 上に点

Dをとり;

"

DC 上に点 Eを;

"

DE=

"

EC となるようにと

る。また; 線分 AE と線分 BC の交点を F; 線分 AE

の延長と線分 BDの延長の交点を Gとする。

次の（1）;（2）に答えなさい。

A B

C

D

E

G

F

（1） 4GADÍ4GBFであることを証明しなさい。

（2） おうぎ形 ABCの半径が 8 cm; 線分 EGの長さが
2 cmであるとき; 線分 AFの長さを求めなさい。

（1） 証明

4GADと4GBFにおいて

共通な角なので; =DGA==FGB ÝÝ1"

DE=

"

EC より;

"

DE=
1
2

"

DCなので;

=DAE=
1
2

=DAC ÝÝ2

また; 円周角は中心角の半分なので;

=DBC=
1
2

=DAC ÝÝ3

2; 3より; =DAE==DBCすなわち;

=DAG==FBG ÝÝ4

1; 4より; 2組の角がそれぞれ等しいので

4GADÍ4GBF

である。

（2） 32
5

cm

（1）4 点 （2）2 点

山口県の証明問題［平成３０年度］ 氏
名

月 日 /8得点

８ 右の図で; 3 点 A; B; C は円 O の周上; 点 D は円

Oの内部の点であり; 4OAB; 4BCDは正三角形であ

る。線分 BDの延長と円 Oの交点を Eとする。

次の（1）～（3）に答えなさい。

A B

C

D

E

O

（1） =EAD=18Üのとき; =ADEの大きさを求めなさい。

（2） 4ABD ´ 4OBCであることを証明しなさい。

（3） AB=
p
21 cm; BC=6 cm のとき; 2 点 A; C を結ぶ

線分 ACの長さを求めなさい。

（1） 132 度

（2） 証明

4ABDと4OBCにおいて

4OAB; 4BCDは正三角形なので;

AB=OB ÝÝ1

BD=BC ÝÝ2

また; =ABD==ABO¡=DBO

=60Ü¡=DBO

==DBC¡=DBO==OBC ÝÝ3

1; 2; 3より; 2組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

4ABD ´ 4OBC

である。

（3） 5
p
3 cm

（1）2 点 （2）4 点 （3）2 点



山口県の証明問題［平成２９年度］ 氏
名

月 日 /6得点

８ 図１のように; 4ABCの辺 AB上に点 Dを
とり; 辺AC上に BC ==DEとなる点 Eをとる。

また; 線分 BD上に点 Fをとり; 線分 AD上に

AC .
.
AE=BF .

.
DGとなる点 Gをとる。

次の（1）;（2）に答えなさい。

図１

A B

C

D

E

FG

（1） 4BCFÍ4DEG であることを証明しな
さい。

（2） 図２は; 図１の辺 AC 上に; DE == FH と
なるように点 Hをとったものである。

AG .
.
GD=3 .

.
2 のとき; 4AFH の面積は

4FBCの面積の何倍か。求めなさい。

図２

A B

C

D

E

FG

H

（1） 証明

4BCFと4DEGにおいて

BC ==DEより; 同位角は等しいので

=FBC==GDE ÝÝ1

また; BC ==DEなので

AC .
.
AE=BC .

.
DE ÝÝ2

仮定より

AC .
.
AE=BF .

.
DG ÝÝ3

2; 3より

BC .
.
DE=BF .

.
DG ÝÝ4

1; 4より; 2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいので

4BCFÍ4DEG

である。

（2） 9
10

倍

（1）4 点 （2）2 点

山口県の証明問題［平成２８年度］ 氏
名

月 日 /6得点

７ 右の図のように; AB=AC の二等辺

三角形 ABC の辺 BC 上に; 2 点 D; E

があり; BE=CDである。また; 四角形

AFBEは; 平行四辺形である。

次の（1）;（2）に答えなさい。

（1） 4AFB ´ 4CDA であることを証

明しなさい。

（2） AF=3 cm; BF=3 cm; BD=1 cmのとき; 四角形 AFBCの面積を求め

なさい。

A

B CD E

F

（1） 証明

4AFBと4CDAにおいて

仮定より; AB=CA ÝÝ1

BE=CD ÝÝ2

四角形 AFBEは平行四辺形なので;

AF=BE ÝÝ3

2; 3より; AF=CD ÝÝ4

4ABCは二等辺三角形なので;

=ABC==ACD ÝÝ5

AF ==BEより; =BAF==ABC ÝÝ6

5; 6より; =BAF==ACD ÝÝ7

1; 4; 7より; 2組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので;

4AFB ´ 4CDA

である。

（2） 7
p
2 cm2

（1）4 点 （2）2 点



山口県の証明問題［平成２７年度］ 氏
名

月 日 /6得点

８ 右の図のように; 円周上に 5 点 A; B;

C; D; Eがあり;

"

AB=

"

CDである。

また; 線分 CEと線分 BDの交点を F; 線

分 CEと線分ADの交点をGとし; 線分DE

上に; BD ==GHとなる点 Hをとる。

次の（1）;（2）に答えなさい。

（1） 4DEGÍ4DGH であることを証明し

なさい。

（2） EG=GF; GH=3 cmのとき; 線分EG

の長さを求めなさい。

A

B

C

D E

F

H

G

（1） 証明

4DEGと4DGHにおいて

共通な角なので; =EDG==GDH ÝÝ1"

AB=

"

CDで; 等しい弧に対する円周角は等しいので;

=ADB==CED ÝÝ2

BD ==GHで; 平行線に対する錯角は等しいので;

=ADB==DGH ÝÝ3

2; 3より; =CED==DGH

よって; =DEG==DGH ÝÝ4

1; 4より; 2組の角がそれぞれ等しいので

4DEGÍ4DGH

である。

（2） 3
p
2 cm

（1）4 点 （2）2 点

山口県の証明問題［平成２６年度］ 氏
名

月 日 /6得点

９ 右の図のように; 線分 ABを直径とする半

円があり; 半円の周上に; 点 Cと; AD=BD

となる点 D をとる。また; 線分 AD の延長

と線分 BCの延長の交点を E; 線分 ACと線

分 BDの交点を Fとする。

次の（1）;（2）に答えなさい。

（1） 4AFD ´ 4BED であることを証明し

なさい。

（2） AF=9 cm; DE=3 cmのとき; 線分 BCの長さを求めなさい。

A B

C

D

E

F

（1） 証明

4AFDと4BEDにおいて

仮定より; AD=BD ÝÝ1

直径に対する円周角なので; =ADB=90Ü

よって; =ADF==BDE=90Ü ÝÝ2"
CDに対する円周角なので; =FAD==EBD ÝÝ3

1; 2; 3より; 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

4AFD ´ 4BED

である。

（2） 8¡2
p
2 cm

（1）4 点 （2）2 点


